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三瓶　「定めの松」樹勢回復！
　国立公園「三瓶山」のシ
ンボルとして親しまれてい
る、西の原にある「定めの
松」（大田市指定天然記念
物）の樹勢が今年に入って
弱ってきたため、大田市教
育委員会は「定めの松樹
勢回復検討委員会」を発
足されました。樹木医の柿
田義文氏を会長に、樹木
医会、県立緑化センター、
中山間研究センター、大
田の自然を守る会などで
構成されています。
　今年の6月と10月に小川
眞先生（大阪工業大学客
員教授）に診断していただ
いた結果。2本の内1本は
かなり衰弱していて、再生
は難しく、もう片方の松は
再生の可能性があると診
断されました。衰弱の最大
の原因は寿命であり。延
命策として木炭を使った樹
勢回復を大田の自然を守
る会など、ボランティアの
人たちと11月19日よりス
タートさせました。このプロ
ジェクトに私たちも一緒に
なって取り組んでいます。

「定めの松」
慶長6年（1601）石見銀山御料の初代奉行大久保石見守長安が町立てや交通網の整備を行った
が、この松はその頃一里塚の基準として定めた松と言われている。
大田市指定天然記念物　　昭和46年3月20日指定
推定樹齢　400年
樹高　　　　21ｍ
根元周囲　10ｍ　　　　対立性一里塚としては県下唯一のもの

10月に診断していただいた時
の新聞記事



  

須佐神社の大杉へ樹勢回復治療！三瓶　「定めの松」樹勢回復！

作業は表面に覆っている草を削り取ることから始めました。当日はあいにくの雨模様でしたが、不思議
と作業中だけ雨が止み、順調に進んできれいなクロボクの土が見えてきました。

当日は三瓶自然館サヒメルに
て小川先生による「松の樹勢
回復技術」～白砂青松再生を
願って～の講演の後、作業を
始めました。

11月20日からは更に根元の周りを慎重に掘り下げ炭八を入れ、菌根菌を散布しました。

スピリチュアルカウンセラー江原啓之さん
が全国へ紹介された須佐神社の大杉。全
国から観光客がどっと押し寄せ、大杉の周
りは、根をハイヒールで踏まれ、幹もこすら
れ痛々しい姿になっています。

樹木医の柿田義文先生にご指導いただきました。

樹高　　　　　21ｍ
枝張り　　　　18ｍ
幹周　　　　　　6ｍ
根回り　　　　　9ｍ
推定樹齢　1200年
　

根元周囲に炭八を敷いて根を保護しました。

周囲に竹垣をして周囲に炭八を敷いて踏圧防止
マットを敷き詰め砂利を敷きました。

これで幾人来ても大丈夫！有名になるのも
“ありがた迷惑”ですよね。



  

　９月６日秋篠宮悠仁(ひさひと)親王殿下
が御誕生になられました。
　出雲大社様では、悠仁親王殿下御誕生
を御祝いされ親王殿下の御印となった、コ
ウヤマキを10月1日に神楽殿のお庭に管
長様がお手植えになられました。コウヤマ
キのように真っ直ぐお健やかにご成長され
ます様心からお祈り申し上げます。

出雲大社管長様　コウヤマキ記念植樹。

コウヤマキについて
　学名：Sciadopitys verticillata
　科名：コウヤマキ科　　常緑針葉樹
　高さは 40 メートル、幹の太さが 1.5 メートルにもなる
ものもあります。名前は高野山（和歌山県）に多くあっ
たことから由来しています。

　10月28日に県立浜山公園において、公園指
定管理者のＮＰＯ法人出雲スポーツ振興21と
ＮＰＯ法人国際交流フラワー21（しまね花の
郷、指定管理者）が連携して企画されたフラ
ワーフェスティバルが開催され、公園内の第3
駐車場の花壇に、周辺地区（高松、荒木、遥
堪）の皆さんがパンジー、ノースポールの花苗
3,000本を植えつけられました。
　当社からも参加し、住民の皆さんと花を通じ
てふれあいました。浜山公園に寄られた際は、
花達を見てください。

浜山公園で行われた、フラワーフェスティバルに参加！


